
 

 

未発見小惑星を発見する 

K.Y T.Y T.R T.S 

1. 概要  
現在未発見の小惑星はまだ沢山あり、見つけられる可能性は充分ある。さらに、発

見した場合には命名提案権が与えられる。我々は The International Asteroid Search 
Campaign というプロジェクトに参加し、そこから送られてくる画像を利用して解析
し、未発見の小惑星を見つけようと試みた。  

2.  Asteroid Search Campaign とは  
我々が参加した  “Asteroid Search Campaign”とは、いったいどのようなプロジ

ェクトなのか。また、何を調べようとしているのか。このプロジェクトの正式名称は、

The International Asteroid Search Campaign(IASC)という。高校生や大学生にリア
ルタイムで送られてきた天文画像から未発表の惑星を探してもらうためのプログラム

である。小惑星を発見すること以外にも、超新星、活動銀河核、カイパーベルトのオ

ブジェクト、地球近傍オブジェクトの発見といったものもこのキャンペーンには含ま

れている。  
これらに参加している生徒達は、Astronomical Research Institute（ARI）から送

られてきたソフォトフェアと、月の光が少ない時期の視界がよいときに撮影された

CCD の天文画像を分析する。この画像は、0.81m の天体望遠鏡を使用し、1 時間内で
黄道に沿って、3 枚の画像を撮影し、3 枚 1 セットとして撮影したものをインターネ
ットで世界各国の参加者に配信されている。  
毎日更新されてくる天文画像をダウンロードして、このキャンペーンで与えられた

ソフトウェアを使い分析する。それらから出した新たな発見は、最終的に MPC（Minor  
Planet Center）に承認され、国際天文学連合に報告されるのである。  
新たに発見した天体の測定者と発見者には、国際天文学連合と MPC よって公式に

認められる。  
このキャンペーンが開始されるきっかけは 2006 年の 6 月、毎年一回行われる the 

Hands-On Universe（HOU）の会議がシカゴ大学のヤーキス天文台で行われた時であ
る。この会議では、天文学で用いるリアルタイムのデータを高校生が扱うことの意義

が述べられた。このヤーキスでの会議で専門家と一般の人々、教育学者達のネットワ

ーク作りが、 IASC の創設の原点となった。  
このプロジェクトの中心は、ハーディン‐シモンズ大学がおかれ、ここで行われる

プログラムは、HOU に参加している学校に無料で配布された。  
こうして IASC は、“Hands-On Universe”と連携した科学教育プログラムへと発

展していった。2006 年、IASC の最初の年に 30 日間のキャンペーンが 3 度行なわれ、
それぞれの参加校は、５，１５，１７と増加しつつある。本校は指導教員が 2008 年
の HOU の国際会議に参加してこのキャンペーンを知り、2007 年の 9 月から 11 月の
キャンペーンに参加した。  



 

 

3. 小惑星とは  
小惑星は惑星、準惑星、彗星をのぞいた太陽の周囲を公転する天体の総称である。

2006 年 8 月時点で１３万個以上の小惑星の軌道が確定され番号がつけられている。小
惑星は惑星が誕生するころの記録を比較的とどめている天体なので、惑星進化を調べ

る上で重要である。また地球をかすめて公転するものの中には将来的に地球と衝突す

る可能性があるものもあり、危険回避の意味からも発見し軌道を特定する意義がある

だろう。ほとんどの小惑星は火星と木星の間に位置し、太陽から約 2～4 天文単位の
距離に集まっている。この領域をメインベルトという。海王星軌道の外側を公転する

ものはエッジワースカイパーベルトと呼ばれている。  

4.方法 
Astrometrica  

まず、 IASC から提供された小惑星を発見するためのソフト、Astrometrica をダウ
ンロードする。併せて日々更新される最新の小天体のデータを MPC データベースか
らダウンロードし、Astrometrica に組み込む。  

IASC のホームページには参加校のデータフォルダが用意され、ARI で撮影された
３枚一組の画像がそこに置かれる。参加校はそれぞれ画像セットをダウンロードし、

Astrometrica で読み込む。  

   
図１ 画像を Astrometrica で開く      図２ 自動検出の様子  

 
Astrometrica で、 ”Moving Object”ボタンをクリックすると、移動天体の検出を自

動で行える。3 枚の画像の星像のわずかなズレなどを補正しながら連続的に表示し、
似たような等級で、他の画像になく移動していると思われるものを自動的にピックア

ップする。  
ここで検出されたものの中にはノイズなどの小惑星以外のものが多く含まれている

ため、本物の小惑星かどうかよく見極めなければならない。自動検出で挙げられるも

のはほとんどがノイズである。また、すべての小惑星を検出できるわけではなく、見

落しがある可能性があるので、手動でもよく観察する必要がある。  
移動天体を見極めるポイントは、  



 

 

１．等間隔で画像の順番どおりに移動している  
２．像がはっきりしていない（シャープな画像はノイズの可能性が高い）  
３．適度な移動幅である  
 などが挙げられる。  
また、 ”Known Object Overlay”ボタンを押すと、MPC データベースを参照し、画

像に表示された天体の座標を判断して、画面上に既知の天体があれば表示してくれる。 
 
通報レポートの作成  
 画像上の移動天体で MPC データベースにもなく、新天体と思われるものを発見し
た場合、MPC の指定する書式によって MPC レポートを作成する。Astrometrica はこ
のレポートを作成する機能も持っている。  
 その例を以下に挙げる。  

 
図 3 MPC レポートの例  

 
 レポートには天体の観測日時、赤経、赤緯、等級などが記入されている。KEO0026
という天体が新規に発見した候補天体、48827 が既知の小惑星である。  
 
小惑星登録の流れ 

新天体と思われる天体を観測した場合、その結果を MPC に報告する。実際には直
接 MPC に送付されるが、このプロジェクトでは一旦 IASC に送り、チェックを受け
た上で確からしいものを MPC に報告される。天体は発見順に仮符号が与えられ、既
知の天体との軌道の同定作業が行われる。最終的に軌道が確定して新天体だと確認さ

れると小惑星番号が与えられ、発見者に命名提案権が与えられる。  

6.結果 

2007 年 9 月からのキャンペーンでは、26 個の候補を見つけ、 IASC に申請したが、
いずれも新天体ではなかった。なお同じキャンペーンに参加した静岡大学のチームは

2 つの新小惑星を発見した。  
発見済みの小惑星の等級は既に 20 等級を超えている。新たに発見するにはそれよ

り暗い天体を撮影する必要がありアマチュアでは発見は難しいレベルになっていると

感じた。IASC のキャンペーンは現在（2008 年 3 月）も引き続き行われており、我々
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Image set:BG84552 
 

     KEO0026  C2007 11 16.12922721 51 51.77 -13 26 44.5          19.9        H55 

     KEO0026  C2007 11 16.13311221 51 51.75 -13 26 45.4          19.8        H55 
     KEO0026  C2007 11 16.13662321 51 51.69 -13 26 46.5          20.0        H55 

48827         C2007 11 16.12922721 51 40.48 -13 49 25.7          19.2        H55 

48827         C2007 11 16.13311221 51 40.73 -13 49 23.1          18.4        H55 
48827         C2007 11 16.13662321 51 40.97 -13 49 22.0          19.7        H55 

----- end ----- 

 



 

 

も参加している。もしかしたら卒業後に新天体に巡り会えるのかもしれない。  
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